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〈研究論文〉　

　経済発展と情報技術の進展は企業経営様式の

変化を推進してきた。中核的企業を中心とし、

現代技術を活かしサプライチェーンにおける情

報、財、資金と価値フローを効率的に企画・コ

ントロールし、全てのビジネスパートナーをつ

なぐ完備したネットワーク構造モデル－コラボ

レーティブコマース・チェーンが現れて不断に

発展・応用されてきた。コラボレーティブコマー

ス・チェーンは典型的な経済管理関連システム

であり、顕著な複雑適応系の特徴を備え、ここ

何年間、学術界で注目されるようになってきた。

一部の学者によって「21 世紀学際研究の新分

野」と称された。コラボレーティブコマースに

おいて、協力は基礎であり、信頼はキーポイン

トである。それゆえ、信頼関係の処理はコラボ

レーティブコマースの効果に直接に影響する。

複雑適応系理論に基づいて構成員間の認知－信

念モデルを構築することは、コラボレーティブ

コマース・チェーン企業の信頼関係の研究にお

いて現実的な意義がある。

Ⅰ．信頼の意味

　「信頼」は本来心理学の概念であり、他人（組

織）に対して「適切」な振る舞いに関する予想

である 1),2)。後になって、次第に他の学問領域、

例えば社会学、経済学、組織行動学などに浸透

していき、異なる理解が形成されてきた。第一

種の見方は信頼が状況刺激による個体の心理と

行動であると認識した 3)。第二種の見方は信頼

が人間関係の産物とし、人間関係における理性

的計算と感情の関連によって決められると認識

した。第三種の見方は信頼が社会制度の産物で

あり、理性的な法律制度下に発生する社会現象

の一つであると認識した 4)。第四種の見方は信

頼が文化規範の産物とし、道徳と慣習の基に発

生する社会現象の一つであると認識した。著者

は信頼は少なくとも二重の意味を持っていると

理解する。①信頼は心理活動であり、信頼され

る者の行動に対する信頼する者の選好予想を表

す。さらに、一定の行為を通して表現され、相

手の利益を重視・確保する。②信頼関係は特定

の状況下に信頼する者と信頼される者から構成

され、どちらも欠かせない。相互信頼関係にお

いて、各関係者は同時に二つの役を演じている。

それゆえ、信頼は四つの構成要素から成る：信

頼する者、信頼される者、信頼の根拠及び環境

である。四者の関係は図 1 のようである。 

図1　信頼の構成

*中国国立華僑大学工商管理学院准教授
†中国国立華僑大学工商管理学院教授
‡中国国立華僑大学工商管理学院修士課程
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Ⅱ．信頼の機能と動態的特性

　1．信頼の機能

　信頼は通常、社会機能、経済機能及び管理機

能を含む。信頼の社会機能は簡素化機能、制約

機能及び調和機能を含む。信頼の経済機能は主

に取引費用と監査コストの削減である。信頼の

管理機能はコントロール機能と統治機能を含

む。ルーマンは信頼が簡略化メカニズムであり、

信頼を用いて過去を踏まえて未来を推論するこ

と、既知から未知を推論することができる。よっ

て、環境とシステムの複雑性を縮減することが

できると指摘した。また、ケネス・J・アロー 5)

は信頼が複雑な経済交流の潤滑剤と指摘した。

コラボレーティブコマース・チェーンにおいて、

ネットワークという交流プラットホームがある

ため、構成員間の協力と交流に弱構造性が見ら

れ、衝突と矛盾が常に発生する。信頼機能を十

分に生かすことは問題解決のポイントになる。

　2．信頼の動態性

　信頼は信頼する者と信頼される者の間に形成

される行動可能域に対する主観的な予想であ

る。こういう関係の形成と伝播は動態的である。

主体の認識能力の変化、客体の属性と信頼関係

環境の変化、さらに類似の信頼関係の形成と撤

廃がすべて信頼関係に影響を及ぼす。信頼関係

の動態的な変化のルールを知り、信頼関係を動

態的に理解し調整していくことによって、信頼

をより合理的に表現することができ、意思決定

もしやすくなる。信頼関係の動態性は以下の面

で表れる。

　(1) 主体の認識能力の変化。主体の認識を信

頼関係の動態性に影響を与える要素の一つとし

て信頼モデルに取り入れることは、主体自身の

認知で獲得したほかの情報を特定の方法で信頼

関係に作用させることを意味する。その影響力

は主体自身の認識能力と自信によって決められ

る。従って、信頼モデルは主体自身のロジック

思惟にいっそう相応し、より合理的になる。そ

れは信頼関係の発展に対する主体の主観的な見

方を表す。

　(2) 客体の属性の変化。客体の信頼される属

性に制約条件が存在しており、外部要素（時間

ないし自然条件等）によって変化する。一定の

範囲内におけるこのような変化には規則性が見

られる。信頼関係の動態的な変化に直接反映す

る。

　(3) 信頼環境の変化。信頼関係の環境は時間、

情報などの要素を含み、信頼関係の類型によっ

て重点が異なる。信頼は特定の環境下に存在し、

しばしば環境の変化に応じて調整される。しか

しながら、信頼関係に対する環境の影響力を正

確に表現することは困難である。

　(4) その他の信頼関係が及ぼす影響。信頼関

係は簡単な一対一の関係ではなく、複数の主体、

客体から形成される信頼ネットワークである。

さらに、信頼に伝達、推薦などのプロセスが併

存する。二元的な信頼関係は単純に見えるが、

実は関連している数多くの信頼関係が相互作用

した結果である。それゆえ、関連する信頼関係

の影響を考えなければならない。一方、主体は

複数の同類客体と信頼関係を同時に築き上げた

とき、これらの信頼関係に相関性が生じるため、

別々の評価結果は相互に影響する。 

Ⅲ�．コラボレーティブコマース・チェー
ン構成員間信頼の複雑性と適応性

　コラボレーティブコマース・チェーンは経済

管理の誘導システムとして、近年来学術研究の

重要な分野となってきた。これらの研究の多く
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はシステムの行動、技術及びニーズなどの面か

らされてきたものであり、システム内部の交換

主体は決済能力のあるエージェントと定義され

る。このような認識は理論的で硬くて、人的信

頼と予想の複雑性を無視している。その結論の

多くは単一の因果連鎖の進化モデルに基づいた

ものである。それゆえ、多くの研究結論は実情

をうまく説明できないという矛盾が生じた。例

えば、完全理性を前提とした多くの理論は関与

者が完全な知識と知能を持ち、充分な情報と未

来一致性を予想し、集団の意思決定が集成され、

さらにその意思決定がシステムに対するパレー

ト最適であることを仮定する。しかしながら、

経験的事実が証明したように、このような仮定

が完全な理想化である。これら不完全で、常に

相互矛盾をはらむ情報と知識はいたるところに

分散しており、様々の人が掌握している。情報

と知識に対する彼らの理解が動態的に変化する

ため、その予想と信念もたえず調整され続ける。

図 2 が示すとおりである。

　人間の基本属性は社会性である。サンタフェ

研究所の科学者が社会性昆虫モデルで示したよ

うに人間は常に各種の記号を通して集まり、さ

まざまな非正規の組織を形成する。経済管理複

雑系の非線形性は主体間の行為、信念の複雑性

に起因する。このような複雑性が主体間の情報

伝達効率に影響を与える。制御理論の最初の実

践者であるスタッフォードは「人間行動の複雑

性ゆえに、システムの運行に極めて大きな予見

不可能性と記述不可能性がもたらされた」と指

摘した。人間を主な構成要素としたシステムと

して、コラボレーティブコマースの研究をする

とき、人間の信念（ないし組織の信念）に対す

る配慮が必要である。Albrecht（2003）は「組

織認知は組織がその知能を運用・集中して使命

を果たす能力である」と指摘した。その本質は

組織内構成員の知能の集合である。組織を情報

加工システムとしてモデリングすることは、組

織が解釈システム (Interpretative System) で

あり、環境の不確実性と複雑性を描写・説明・

判断することを意味している。よって、一つの

基本的な観点が裏付けられる。即ち、適応能力

は知能行動の基礎である。この観点は「組織と

は主体間意図共有の場であり、共通言語の開発

と使用及び日常的な社会交流を通じて維持され

る」と考え、組織過程を知能構造システムとし

て理解する。より全面的に複雑適応系を理解す

るために、コラボレーティブコマース・チェー

ンを一つの信念モデルとして理解・分析する必

要がある。信念（Beliefs）、予想（Anticipations）、

期待（Expectations）、解釈（Interpretations）

の集合と見なし、システム内における主体の意

思決定、戦略及び行動選択が信念と期待に基づ

く。一方、信念と期待は動態的に発展し、相互

依存しており、主体の行動によって形成される

システムを通じて調整されなければならない。

従って、主体は未来のシステム変数に対する当

面の信念と予想に基づいて選択をし、これらの

環境変数

予想

信念 解釈

期待

認知モデル 信念調整

図2　個体の信念調整プロセス
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選択は集合することによって逆にシステム変数

を変えることができる。実際のシステムにおけ

るこれらの信念と予想は個人的かつ主観的であ

るため、主体の信念によって構成されたすべて

のシステムにおいて検証されてきた。システム

の信念と仮設が不断に構築され、実践され、変

更されまた廃棄されることにつれて、主体間に

おける交換、競争、進化及び共同進化が進めら

れてきた。よって、生態学に基づいたシステム

の新モデルが形成される。

　信頼の本質が行為ないし態度に一致する予想

に基づいて、コラボレーティブコマースシステ

ムの基本機能として不確実性の解決が挙げられ

る。コラボレーティブコマースの設計過程は各

種の不確実性と緩衝環境から受けた衝撃に対応

する過程であり、企業間における共同の予想を

形成すること、どの関与者もコラボレーティブ

コマース中のほかの企業の行動を正確に予想で

きることを目的としている。一方、完全市場関

係は企業間の協力ネットワークと内部市場に

取って替わられ、協力的な企業において、市場

リスクの回避と不確実性に対応する緩衝組織が

形成され、企業に競争の直接的な衝撃を回避さ

せる。また、企業間の活動が補完的であり、資

源の依存性が見られる。信頼網を通じて、企業

は複雑で多元的な組織の設計を通して各種の資

源をコントロールし、大量の情報を共有し補完

的なシステムを形成することができる。よって、

生産、取引及び認知などの面における不確定性

を大幅に縮減することができる。数多くの実証

研究で証明されたように、ある業界の知識ベー

スが極めて複雑で拡張中であれば、イノベー

ションが個別企業の内部ではなく、企業間協力

で発生する。相互信頼の環境は新知識に対する

学習・共有を促進し、各企業の能力と知識の普

及にベストチャンスを提供する。

Ⅳ�．コラボレーティブコマース・チェー
ン構成員間信頼関係の形成と管理

　1�．コラボレーティブコマース・チェーン構

成員信頼関係の認知−信念モデル

　コラボレーティブコマースにおいて、各企業

は独自の認知－信念モデルを備えている。この

モデルは基本的に刺激－反応モデルに従う。情

報交流のプロセスにおいて、外部変数が企業の

信頼

関係

信頼

環境

客体

属性

主体

能力

認知

過程

予想

信念

期待

解釈

主体行動

情報交流

意欲選択

主体行為

承諾修正

ｔ時

t＋1時

ルールベース

データベース

図3　コラボレーティブコマース・チェーン構成員の信頼認知−信念モデル
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認知過程に作用し、企業自身の意欲選択を形成

させる。次に企業行動が調整される。図 3 に示

されるとおりである。

　この枠組みに基づいて、外部変数は主体能力、

客体属性、信頼環境及びその他信頼関係を含

み、これらすべてが主体の認知過程に影響を及

ぼす。企業は自身のデータベースとルールベー

スに基づいて独自の認知－信念モデルを形成

し、外部環境要素に対する解釈と判断をしてか

ら、一致的な主体行動ないし承諾に対する修正

という意思決定が下される。この枠組みは動態

性要素を取り入れ、t ＋ 1 時に起きた行為が、t

時の行為の信念認知に基づいて調整された結果

であることを明らかにした。

　2�．ペトリネットを用いたコラボレーティブコ

マース・チェーン構成員間信頼関係の形成

　コラボレーティブコマース・チェーン構成員

間信頼関係の形成は動態的な漸進プロセスであ

り、動態的な並行システムの一種である。この

ようなシステムは静態的な機能と構造のほか、

動態的なシステム作動を備えている。ペトリ

ネット道具を用いてモデリングすることによっ

て、システムの静態的な構造分析のほか、動態

的な作動分析もできる。コラボレーティブコ

マース・チェーンにおける構成員 A と構成員 B

間の相互信頼関係の形成プロセスはペトリネッ

トを用いて図 4 のようにモデリングすることが

できる。

　図 4 が示したペトリネットは基本ネットシス

テムと称される。システムの容量関数は定数 1

である。即ち任意のｐに属するｑに対して、常

に K(q)=1 が成立する。そのウェイト関数Ｗも

定数 1 である。即ちｙに属する任意の（x，y）

図4 　ペトリネットを用いたコラボレーティブコマース・チェーン構成員間信頼関係形成プロセス
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に対して、常に（x,y）=1 が成立する。そのう

ち、B={b0,b1,…,b11}、 E={e0,e1,…,e13}。

初期マーキング M0 は B 集合における値が 0 な

いし 1 の関数であり、B の部分集合 Cin={ ∀ b

∈ B│M0(B)=1} で表せる。このように、この

システムは四つのタプル：{B,E,F,Cin} を用い

て、取引両者間における相互信頼関係構築の変

化プロセスを詳細に記述することができる。

　ビジネスチェーンの構成員 A は信頼行為を

遂行し、情報を構成員 B に伝達する。構成員 B

が構成員 A の行為を評価し、マイナス評価を出

す、または信頼できる行為を構成員 A にフィー

ド・バックするとの結論を得る。構成員 A が情

報を受信した後、その真実性を確認し、信頼す

る構成員 B がもたらしうるチャンスとリスクを

判断する。続いて構成員 A は構成員 B を信頼

するかどうかを判断する。双方が信頼できる行

動をとる意欲を持つ前提の下、構成員 A と構成

員 B 間に循環往復が何度も発生する。往復が多

いほど、双方の信頼が強くなる。コラボレーティ

ブコマースネットワークのプラットホームを通

じて、情報交換が速くなり、信頼関係の形成も

速くなる。

　3�．マルチ・エージェント的信頼関係の管理

フレームワーク

　コラボレーティブコマースは複雑適応的認知

－信念システムの一つであり、各種の加盟企業

が知的な有機体である。マイケル・マクマスター

は「企業は創立者から独立した企業自身の知能

を持ち、創立者の直接コントロール範囲を超え

ている」と指摘した。組織知能は組織が情報収

集、組織改善、知識創造、さらに創造した知識

を活かして行動することであり、組織が複雑な

環境下に競争優位を獲得する能力でもある。

　組織知能は組織の信頼関係管理に解決策を提

供する一方、創造した新知識が組織内に蓄積さ

れ、組織はその知能優位を活かすことで競争力

を強めてきた。コラボレーティブコマース企業

は複雑な環境下で生存・発展してきており、多

次元的な圧力を受けている。その信頼動態プ

ロセスは有機体の外部における観察できる行

動、動き、リアクションである。企業は人間と

同じように、違う事物から刺激を受けるとリア

クションが異なり、よって、とる行動が違い、

違う効果が生じる。即ち独立に機能する信念

（Belief）－意図（Intention）－行為（Behavior）

モデルが存在している。コラボレーティブコ

マースシステム内に網状の情報センターを持つ

ネットワークが複数存在しており、節目に位置

している企業も調和制御作用に対応する「知能

調達」などの機能を持ち合わせている。それゆ

え、本稿は組織の有機的、動態的、開放的、知

能的、多次元的な圧力を受けているなどの特徴

を統合的に考慮し、コラボレーティブコマース

組織における信頼過程をモデリングする。複雑

適応系フレームワークを基に、機能が揃えてい

るエージェント群を複数立ち上げ、マルチエー

ジェント間の協力を通じて、ネットワーク化し

た信頼関係モデルを構築する。図 5 に示すとお

りである。

　このモデルはエージェントに相互交換の枠組

図5�　マルチ・エージェントシステムに基づい
たモデルの基本構造
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みを提供し、さらに各エージェントに複数の

エージェント群の関連意見と情報を提供する。

従って、情報の合理な配分が可能となり、エー

ジェントの協調行動がしやすくなり、実際のマ

ルチ・エージェントシステムの運営を模擬する

こともできる。周知のようにコラボレーティブ

コマースシステムにおいては、組織ないしチー

ムが関連している主体から形成される。連携し

た主体が関わりあい、協調行動をし、比較的に

複雑な目標を共同で実現する。完備した信念－

認知モデルを構築するため、管理サービス機構

に対して、各エージェント及び当面システム環

境に関する知識を持ち、群内各エージェントの

行動、相互影響及び全体行動に対する影響につ

いて、一定の推理、判断協調及び管理ができる

ことを求める。一方、 各エージェントは各自の

能力、意欲、資源、知識及び承諾に基づいて、

管理サービス機構から任務を受ける。このよう

な任務はエージェント間の協調動作を必要とす

るほか、管理機構の関与も必要である。任務を

遂行するため、エージェントと管理機構間にお

ける情報のフィード・バックを繰り返す必要が

ある。各エージェント間の業務分担、共有資源

の配分と管理、トラブルの解消、行動一致性な

どに対して、遵守可能な社会ルールと資源の共

有の管理戦略に基づいて、あるメカニズム（例

えば、市場資源の共有、効用関数最大化原則、

ゲーム理論の関連定理など）を通じて、各エー

ジェントの相互作用及び置かれている環境に対

する判断を踏まえて、自身の知識とルールを活

かし合理的な判断と推理を行う。独自の意欲と

承諾を形成し、意思決定をして実行させる。こ

のようなモデルにおいて、エージェント群内に

おけるエージェント間の情報交換は直接的であ

り、さらに各エージェントが知的な推理－判断

能力を持つことが一般的である。

Ⅴ．結論と提案

　上記の分析を踏まえて、コラボレーティブコ

マース・チェーン構成員間の信頼は非常に複雑

な信念構造であり、違う対象、背景と関連して

いることが分かる。これら違う類型の信念モデ

ルを理解し企業間の知識の隔たりを解消するこ

とが、コマース信頼管理を成功裏に実施するこ

とに対して極めて重要である。認知－信念のプ

ロセス自身は学習のプロセスであり、知識共有

と緊密に関連している。多方面にわたる知識共

有は企業信念の良好な発展を促進し、企業間の

信頼を強めることもできる。一方、信頼関係は

企業の知識共有を促進することができる。それ

ゆえ、コラボレーティブコマース・チェーンに

おける信頼関係管理のプロセスは知識共有と企

業の信念システムを緊密に結合し、全局的な視

点から三者を分析する必要がある。三者が緊密

に関連しているため、統合的に配慮することこ

そ最適な解決策が探り出せる。認知－信念モデ

ル、信頼関係及び知識共有がクローズドサイク

ルを形成し、三者に対する改善と促進が統合さ

れ、絶えず回転している。回転ごとに一部の問

題が解決され、レベルが次第に高められる。よ

り高いレベルに入ると新しい内容と目標が現

れ、三要素からなるクローズドサイクルの段階

的な上昇過程が形成される。

（翻訳：黄  淑慎ほか）
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